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ターⅲが開発した、Diploma of Community Service 














　 -  有効な職場のコミュニケーションの開発、実
施、促進
　 -  体系化されたカウンセリング(相談)の枠組みに
おける仕事
　 -  権利擁護と代理のサービスの提供
単元３：パーソンセンタード計画





































































焦点化 1 2 3 4 5
管理 1 2 3 4 5
決定 1 2 3 4 5
個別化 1 2 3 4 5












































































































































































































































































































































































ⅰ Patricia O’Brien, EmmaDoukatis, Ray Murry, 2013,
 Community Service Work in Person Centredness, 






ⅲ 1997年 にTrevor Permenter教 授 ら が「Centre 
for Development Studies」として創立し、2008



















ⅴ Dr.Russ Harrisは 医 師 で あ り「Acceptance & 
Commitment Therapy（ACT）」のトレーナーで
ある。主な著書に「The Happiness Trap」，「The 
Confidence Gap」（2011）（＝2015, R.ハ リ ス 著、
岩下慶一訳『幸福になりたいなら幸福になろう
としてはいけない』筑摩書房）などがある。
 価値のリストは「The Confidence Gap」に掲載
されている。
ⅵ Martin.Seligmanは心理学者で「ポジティブ心
理学」の創設者で、ペンシルベニア大学のポ
ジティブ心理学センター長である。主な著書に
「Flourish」（2012）（＝2014, M.セリグマン著、宇
野カオリ監訳『ポジティブ心理学の挑戦－“幸福”
から“持続的幸福”へ』ディスカヴァー・トゥ
エンティワン）などがある。
